
政務調査報告

「議会基本条例を制定するに至った背景等について」
議会改革調査特別委員長　田中　茂

●
は
じ
め
に

　

平
成
18
年
３
月
27
日
、
２
市
８
町

の
合
併
に
よ
り
、「
天
草
市
」
が
誕

生
し
、
同
年
４
月
23
日
、
天
草
市
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
員
定
数

30
人
か
ら
な
る
天
草
市
議
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
４
年
後
の
平
成
22
年
３

月
28
日
に
は
、
第
２
回
目
と
な
る
市

議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
は
、
合
併
後
の
４
年
間

に
お
け
る
地
域
状
況
の
変
化
や
議

会
、
議
員
に
対
す
る
き
び
し
い
声
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
議
員
間
の
協
議

に
お
い
て
も
、「
こ
の
ま
ま
で
は
議

会
と
議
員
の
存
在
意
義
が
薄
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見
・

課
題
等
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
改
選
直

後
の
平
成
22
年
４
月
の
臨
時
会
に
お

い
て
、
議
会
改
革
の
必
要
性
を
共
通

認
識
し
、
今
後
の
市
議
会
の
あ
り
方

な
ど
議
会
改
革
に
関
す
る
件
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
を
目
的
に
「
議
会
改

革
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

全
国
の
市
議
会
の
取
り
組
み
事
例
や

県
下
の
市
議
会
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、ま
ず
は
、「
議
員
定
数
」及
び「
議

員
報
酬
」
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
総

括
的
な
も
の
と
し
て
「
議
会
基
本
条

例
」
の
制
定
に
向
け
て
、
調
査
・
研

究
に
取
り
組
む
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。

●
条
例
制
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み

と
主
な
内
容
　

　
「
議
会
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
３
月
の
定
例
会
に
お
い

て
、
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一

層
加
速
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
報
告

し
、
そ
の
後
、
先
進
地
視
察
を
行
う

な
ど
検
討
・
論
議
を
重
ね
て
き
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
そ
し
て
、
本
年
１
月

に
は
、
市
内
３
会
場
（
本
渡
・
牛
深
・

御
所
浦
）
で
「
意
見
交
換
会
」
を
開

催
し
、
２
月
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
併
行
し
て
、
執
行
部
と
の
調
整

等
を
行
な
い
、
３
月
の
定
例
会
に
お

い
て
「
天
草
市
議
会
基
本
条
例
」
を

提
案
し
、可
決
制
定
を
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
は
、「
議
会
及
び
議
員
の
活
動

原
則
」や「
市
民
と
議
会
の
関
係
」「
行

政
と
議
会
の
関
係
」
等
に
つ
い
て
規

定
を
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
特
筆

す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、「
広
報
広

聴
の
充
実
（
議
会
だ
よ
り
の
発
行
）」

と
「
議
会
報
告
会
の
開
催
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
議
会
側
が
正

確
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
き
ち
ん
と
伝

え
、
そ
れ
に
基
づ
き
正
確
な
意
思
表

示
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
機

会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
今
回
、
こ
の
よ
う
な
「
広
報

広
聴
活
動
」
を
約
束
事
と
す
る
た
め

に
も
条
例
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

●
お
わ
り
に

　

当
然
、
条
例
を
制
定
し
た
だ
け
で

は
何
の
効
果
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
あ
く
ま
で
も
議
会
改
革
を
実
施

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
で
す
の

で
、
行
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
何
の
意

味
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
正

念
場
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
改
革
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
現
状
を
よ
く
理
解
せ
ず
、
議
会

が
皆
さ
ん
に
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の

か
を
わ
か
ら
な
い
ま
ま
行
っ
て
も
、

そ
れ
は
や
み
く
も
の
改
革
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
取
り
組
み
始
め
た
議
会

だ
よ
り
の
発
行（
広
報
活
動
）及
び
議

会
報
告
会
の
開
催
（
広
聴
活
動
）
等

を
通
じ
て
、議
会
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
等
を
お
聴
か
せ
い
た
だ
き
、

市
政
及
び
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
改
革
に
対
し
ま
し

て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

※「
天
草
市
議
会
基
本
条
例
」
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

5月9日～ 11日　沖縄県石垣市にて視察
〈内容〉
●企画部すぐやる課の取り組みについて
　天草市誕生後、各地区の住民より合併前に比べて
市の対応が遅いという意見が多くあり、より良く市
民のニーズに対応するために石垣市の「すぐやる課
（平成22年6月設置）」を視察。
すぐやる課の受付件数（平成22年度）は、
第１位　道路に関する事　　 224件
第２位　防犯灯の新設、修理 133件
第３位　樹木の枝打ち、除草　87件
　すぐやる課では簡単にできる事は即時対応し予算
規模が大きい物件は、関係部所と協議のうえ対応し
ているとの事でした。

５月22日～ 23日　高知県ゆすはら町にて視察
〈内容〉
●自然エネルギーの取り組みについて
　ゆすはら町は四国山脈の山頂付近に位置し人口約3800人
の町、前町長より引継ぎ、森、水、風、光などの自然エネル
ギーの活用に取り組み、2050年には、エネルギー自給率
100%を目指している町です。
　現在取り組んでおられる主なものは、太陽光発電（庁舎、
公共施設、個人住宅等に設置）小型水力発電、落差6mの川
に設置、昼は学校に夜は街灯に使用されている。

８月20日～ 21日　神奈川県横浜市にて研修
〈内容〉
●自治政策講座に参加して
　①自治体財政の適正化とは②自治体福祉政策と財
務③住民が地域医療を作る④東日本大震災と自治体
の対応⑤自治とは何かの５講義を受講しました。特
に、地域医療に関する講義と東日本大震災に関する
講義は、一般質問でも取り上げた内容でしたので非
常に勉強になりました。

＜内容＞
●長野市地域公共交通総合連携計画
　“市民の暮らしを支える”バス交通プラン
　長野市は平成17年3月に長野市バス路線網再編基
本計画の策定。
　これは、市民の移動手段に関する現状と課題及び
地域の実情を踏まえ、市民生活に密着した生活移動
手段であるバス交通を「都市のインフラ」と位置付
け、バス交通の確保充実を図るものです。
・新規路線新設の検討
・コミュニティバス等の運行
・中山間地域輸送システムの構築

●石垣公設市場視察
　第２種大規模小売店舗として石垣市が設置。昭和
62年竣工（鉄筋コンクリート造り３階建、敷地面積
1255㎡）。平成18年度には指定管理者制度に基づい
た管理運営となり現在に至る。平成19年度には、ま
ちづくり交付金事業で改修工事を実施されていた。
　これから天草市
においても、民間
に業務委託が多く
なることから、先
進事例として視察
研修を行った。

・移動需要に合わせた運行の確保
・ＩＴを活用した情報提供システム
・効率的な運航路線、内容に見直し
など、市民の足の確保を計画的かつ効率的に具体的
再編策として市民サービスを最大限発揮するもの。
●軽井沢町社会福祉協議会
　地域通貨を利用した支え合い活動
　地域通貨を使用し、463人の登録者の「災害時の
支え合い」と一人暮らしの高齢者等の見守りと買い
物支援を柱とする「安心生活創造事業」の連携で人
と人をつなぐ縁結び、自然な支え合いの関係性を築
いていくことを活動の目指すところとしている。

　我が天草市も公立病院を運営する中で、全国的な
問題である医師不足、医療従事者不足に悩まされて
います。しかし、講義では「バッファー（緩衝器）
の医療」つまり新型インフルエンザや社会的弱者へ
の対応を担うことや職員定数を緩やかにして収益を
向上させることが重要だとのことでした。
　震災における対応としては、近隣自治体との連携
が重要であり、防災計画はコンパクト版の作成が必
要。また、緊急時避難行動計画を優先した方が良い
とのことでしたので今後も提言したいと思いました。

〔浜﨑昭臣・江浦政巳・平山泰司・黒田忠広・奈良﨑利幸〕政友会　

新風天草 〔古賀源一郎・濱洲大心・鶴戸継啓〕　

若山敬介

〔本田武志・𠮷川德澄・中村五木・脇島義純・池田裕之・中村三千人・勝木幸生・宮下幸一郎〕天政会

期　日 地　区 場　　所 時　　間
  9 月   1 日 牛　深 支所 2階 午後 7時 30分～
  9 月   1 日 有　明 町民センター 午後 7時 30分～
  9 月 29日 倉　岳 多目的研修集会施設 午後 7時 30分～
10月   5 日 栖　本 福祉会館 午後 7時 30分～
10月 26日 本　渡 市民センター大会議室 午後 7時 30分～
11月   5 日 新　和 町民センター 午後 7時 30分～
11月   5 日 天　草 高浜公民館 午後 7時 30分～
11月 12日 五　和 おおくす 午後 7時 00分～
11月 19日 河　浦 支所 2階 午後 7時 30分～
11月 20日 御所浦 支所 2階 午後 7時 30分～

実
績
と
今
後
の
予
定

５月15日～ 17日　長野県長野市、同県軽井沢町にて視察

あまくさ市議会だより 15 あまくさ市議会だより 14


